
第３０回 契約・調達管理会議 

議事要旨 

 

１ 開催日時 

令和６年12月４日（水曜日）16時00分から17時30分まで 

 

２ 開催場所 

東京都庁第一本庁舎14階 14D会議室（オンライン会議併用） 

 

３ 出席者 

（１）委員（敬称略、五十音順、〇委員長） 

〇鵜川 正樹 監査法人ナカチ／公認会計士 

 川口 貴史 公益財団法人東京2025世界陸上財団総務企画室財務副部長（契約・調達課長事務取扱） 

滝口 広子 北浜法律事務所・外国法共同事業／弁護士 

中山 正晃 東京都生活文化スポーツ局国際スポーツ事業部事業調整第一課長 

森谷 真咲 公益財団法人日本陸上競技連盟事務局経営企画部管理課長 

 

（２）事務局 

東京都生活文化スポーツ局 

 

４要旨 

（１）開会 

 

（２）議事（発言者の敬称略） 

 ア 東京 2025 世界陸上競技選手権大会における競歩競技運営業務委託【資料１】 

＜説明・確認＞ 

案件の概要について、事業担当者から主に以下を説明。 

（ア）大会における競歩競技の運営に必要な業務を委託する。 

（イ）主な業務として、統括管理業務、設営関連業務、競技運営業務、交通規制広報業務、

及び物流・輸送業務を行う。 

（ウ）入札価格に加えて、本業務の履行能力等を総合的に判断して落札者を決定するため、

総合評価方式の一般競争入札を採用する。 

＜質疑・意見など＞ 

滝 口：マラソンと競歩の運営委託を切り分けて発注することにしたのはなぜか。 

担当者：先行契約でマラソンと競歩の実施計画を作成したが、その過程において、マラソン

の運営は専門性が高く、マラソンと競歩の運営を両方実施できる事業者はかなり



限られてしまうことがわかった。競歩だけであれば運営できる事業者は多いこと

から、競歩の運営は多くの事業者に入札に参加してもらい競争性を確保すること

が重要と考えた。 

鵜 川：後続契約である本契約の競争性及び公正性の確保の取組をしっかり実施していた

だきつつ、本契約の手続きを進めていただきたい。 

 

 イ 東京 2025 世界陸上競技選手権大会における国立競技場外構部ステージ等整備業務 

【資料２】 

＜説明・確認＞ 

案件の概要について、事業担当者から主に以下を説明。 

（ア）大会が観客や選手にとって記憶に残るものとなるよう、メダリストを祝福する表彰式

や東京の魅力発信等の実施場所として国立競技場の外構部にステージ等を整備（設

計・施工一括方式）する。 

（イ）主な業務として、実施設計及び施工を行う。 

（ウ）ステージの整備に向けて、メダリストを称える表彰式や東京の魅力を発信する場とし

てふさわしいデザインの検討や建築確認申請を考慮した構造検討など、専門的な知

識・ノウハウや高い創造性などが求められるため、プロポーザル方式契約を採用する。 

＜質疑・意見など＞ 

滝 口：この入札への参加者を募るための周知方法は、どのようなものを予定しているのか。 

担当者：イベントのオペレーションを踏まえた施工、デザインや競技場との一体感等の工夫

が重要であることから、イベント関連の事業者団体を通じた周知を予定している。 

 

ウ 東京 2025 世界陸上競技選手権大会における会場運営等に係る実施計画策定及び 

運営業務委託【資料３】 

＜説明・確認＞ 

案件の概要について、事業担当者から主に以下を説明。 

（ア）大会で使用する各会場の諸室配置や各ステークホルダーの動線、什器の設置、観客対

応等の大会運営に関する実施計画を作成するとともに、それに基づく会場運営等を

実施する。 

（イ）入札手続きを行った結果、高落札となったため契約締結前に付議する。 

（ウ）財団において、仕様内容や予定価格設定の妥当性について、改めて問題がなかったこ

とを確認している。また、競争性と公平性が確保され、適正な競争が行われた結果で

あることを確認している。 

＜質疑・意見など＞ 

滝 口：総合評価方式における落札者決定基準としては、入札価格による「価格点」と技術

提案書及びヒアリングによる「技術点」があるが、入札参加事業者の技術点の点数



差はどのように評価しているか。 

担当者：点数が高い上位 2 社については、事前に入札参加事業者に提供された先行契約の

成果物や委託期間中の作成資料等を踏まえた提案となっていたことが評価された。

１位の事業者は、業務全体を効果的に運営するという視点でより優れた提案であ

ったことが評価された。 

滝 口：後続契約である本契約の競争性や公正性の確保の取組が効果的であったと評価し

てよいか。 

担当者：入札希望者に対して公平な情報提供を行ったことで、しっかりと競争性が働いたも

のと考えている。 

鵜 川：入札結果はどのように公表されるのか。 

担当者：入札結果報告書として、技術審査委員会における審査結果や採用者の選定理由を記

載したものを、財団HPに公表する。 

 

（３）委員長によるまとめ 

・契約予定案件については、各委員の意見もふまえ契約手続きを進めていただきたい。 

 

（４）閉会 


